
 

 

 

 

 

 

 

先ごろ FAX 送信でもご案内をしておりますが、厚生

労働省の「両立支援等助成金」のメニューに、「介護支

援取組助成金」という助成金が新設されています。 

これは、いわゆる「介護離職ゼロ」に向けた国の施策

で、「仕事と介護の両立」を支援する事業主への助成金

です。具体的には、 

●従業員の仕事と介護の両立に関する実態把握（社内

アンケート） 

●介護に直面する前の従業員への支援（社内研修の実

施、リーフレットの配布） 

●介護に直面した従業員への支援（相談窓口の設置及

び周知） 

を実施し、介護休業に関する取組みを厚労省のホー

ムページ「両立支援のひろば」に登録することで、60 万

円（1事業主 1回限り）が受給できるものです。 

取組みをするだけで受給対象になるということで、

近年の助成金の中でも比較的申請しやすいものとなっ

ています。 

ただ、すでに全国的にかなり多くの申請が寄せられ

ているとのことで、いつ予算超過で打ち切りになるか

わからないという話も聞いています。 

当事務所でも申請のお手伝いをさせていただきます

ので、ご興味のある事業所様、職員が家族の介護のため

に離職するようなことがないようにしたい、と前向き

にお考えの事業所様は、ぜひお早めにご相談ください。 

 

 

 

前回までにみてきたように、タイムカードのみでし

か労働時間を把握する方法がない場合には、「タイムカ

ードの打刻時間＝労働時間」と判断され、他に適正な方

法で労働時間（残業時間）が管理・運用されているので

あれば、そちらが優先されるということがわかります。 

タイムカードの運用で悩んでいるのであれば、 

①残業は、残業命令がない限り認められないものであ

る、ということを就業規則等に明文化すること。 

 

 

 

 

 

②「残業命令簿」を作り、上司の命令と本人の同意を見

える形にして残すこと。 

③実際の運用を厳密に行うこと（形式だけで、曖昧な運

用になってしまえば意味がありません） 

ということを実践してみてはいかがでしょうか。タ

イムカードは、逆にその残業を裏付ける客観的なデー

タになる、ということです。 

併せて、「残業はしない」ということを前提に、管理

者・職員双方の意識を変えていくことも重要です。ダラ

ダラ残業を減らし、ムダに職場に残ってタイムカード

の打刻を遅らせるようなことをなくす。 

そうすることで、本当に必要な残業なのか、残業をし

ないと業務が回っていかないのか、であれば業務分担

が適正なのか、もっと効率的に仕事をする方法がない

か、という発展的な方向へ目が向けられるようになり

ます。 

タイムカード問題は実は非常に難しいテーマであり

ますが、事業所における残業のあり方、業務のあり方を

考える一つのきっかけにしていただければと思います。 

このテーマは終わります 
 

 

 

「福祉・介護事業所の労務管理・人材育成セミナー 

2016 Part1」を、6月 3 日に松本、6日に長野で開催い

たしました。 

多くの事業所様とお話しすることができ、私自身も

有意義な時間を過ごさせていただきました。 

ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。 

Part2 は、8 月中には開催したいと考えています。 

またご案内をいたしますので、いましばらくお待ち

ください。 
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タイムカードって絶対必要ですか？ ⑤ 

セミナー2016 Part1 開催しました！ 


